






　流早死産の成因と対策については,従来から内分泌学,細胞遺伝学等多数の分

野にわたって多大の努力が重ねられ,一部においてはその原因が判明している

ものもあるが,流早死産の成因が極めて複雑多岐であることから,わが国におけ

る流早死産はなお高率であってその成因の大部分は不明といわざるをえない。

昭和 50 年度においては前年度の成果を基盤として病理学,内分泌学,免疫学,血

液・血清学の各分野においてその成因と対策へのアプローチを試みるととも

に,2 回の分科会を通じて各研究分野の連けいを密にするとともに共通の問題

点を明らかにし綜合的視野から本問題をとらえようと試みた。


